
 

 

 

 

 

 

平成 19 年度次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業 

委託事業提案書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 19 年 3 月 

国立情報学研究所 

 
凡例 

 

青字：記入例 

 

赤字：注記 

 

記入要領 

 

提案書太線枠内に記入すること。 

 



様式１ 

 

 

 

 

平成 19 年度次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業  

委託事業提案書 

 

 

 

平成 19 年 4 月○○日 

 

 

学術コンテンツ運営・連携本部 御中 

 

 

 

（名 称） ○○大学 

 

（申請者） ○○ ○○     印 

 

 

 

 

別紙のとおり，次世代学術コンテンツ共同構築事業の委託事業を提案いたします。 
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様式 2．申請機関・リポジトリ概要 

 

１．申請機関 

 

 

 

 

機 関 名 国立大学法人○○○○大学 

所 在 地 

〒101-8430 

東京都千代田区一ツ橋 2-1-2 

学術総合センタービル 

TEL： 03-(○○○○)-○○○○  FAX： 03-(○○○○)-○○○○  

http://www.○○.ac.jp/ 

代 表 者 職名： 学長         氏名：○○ ○○ 

○業務責任者 

職名： 図書館長   氏名：○○ ○○ 

TEL： ○○-(○○)-○○○○     FAX：○○-(○○)-○○○○ 

E-Mail：○○@○○.ac.jp 

 

責 任 者 ○事務責任者 

職名： 図書館課長    氏名：○○ ○○ 

TEL:○○-(○○)-○○○○      FAX：○○-(○○)-○○○○  

E-Mail：○○@○○.ac.jp 
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２．実施体制 

・図表等を用いて簡潔に記述して下さい。 

・他大学と連携する場合，具体的な大学名，役割分担等について明確に記述して下さい。 
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３．機関リポジトリ 

 

 

 (1)システム概要 

 

名  称 ○○大学知的資産発信システム 

公開 URL http://xxxxx.○○.ac.jp       (予定) 

BaseURL http://xxxxx.○○.ac.jp/oai/oai_repository (予定) 

試験公開 2007 年 2 月 1 日         （予定） 

一般公開 2007 年 9 月 1 日         （予定） 

 

・システム構成及び学内外のシステムとの連携について図示して下さい。 
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(2)コンテンツ収録状況 

上段に機関リポジトリに収録されるメタデータ（書誌データ等の 2 次情報）の数を記入し，下段にメ

タデータからリンクされるコンテンツ本体の数を記入して下さい。 

コンテンツ本体は，機関リポジトリに収録されたもの，もしくは自大学内の組織が責任を持って運用

する他のサーバに収録されたものに限ります。 

また時間的及び地域的制約を加えずに無条件に公開するメタデータ及びコンテンツ本体の数のみ記入

して下さい。 

分類にないコンテンツや特に明記したいコンテンツ（電子化された貴重書，古文書，特殊コレクショ

ン等）については，その他の欄に記入して下さい。 

  

収録数 

分 類 収録数※注 平成 19 年度作成予定数 

学術雑誌論文 

学位論文 

紀要論文 

会議発表論文 

会議発表用資料 

図書・図書の章 

テクニカルレポート 

研究報告書 

一般雑誌記事 

プレプリント 

教材 

データ・データベース 

ソフトウェア 

その他（       ） 

合 計 

※注「収録数」には，機関リポジトリを既に構築している場合は，搭載しているコンテンツの数量を記

入してください。これから構築する場合は，既に電子化や著作権処理が終わり，搭載可能な状態になっ

ているコンテンツの数量を記入してください。 
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(3)システム運用体制 

 

 

・システム運用体制について大学内教職員，外部委託等の分担を明確に記述して下さい。 
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(4)運用準備状況 

 

 

・これまでの機関リポジトリ構築，運用に関する準備状況を記述してください。 

・学内での機関リポジトリに関するワーキンググループの設置や学内会議の開催状況，学内外で

の広報活動等について記述してください。 
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様式 3. 事業計画書 

 

１．事業概要 

 

事業の目的 

 

・本事業で達成する目標，成果を明確に箇条書きで記述して下さい。 

 

 

年次計画：平成 19 年度 

 

・実施する事業内容と経費の関連性を分かりやすく説明して下さい。また別途調達した経費も併せ

て使用する際はそれを説明して下さい。 

・他大学と連携する場合，分担内容が明確になるように記述して下さい。 

・進捗状況の公開方法について記述してください。 
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2．事業終了後の運用計画（平成 20 年度以降）. 

 

 

・委託事業後，大学における本事業の安定的かつ継続的な実施計画を具体的に記述して下さい。 

 

・特に経費や人員をどのように維持するかについての展望を記述して下さい。 

 



大学名 

9 

3．必要経費 

(1) 総経費 

 設備費(千円) 人件費(千円) 運営費(千円) 合 計(千円) 

平成 19 年度 1,500 500 1,000  3,000 

(自己調達資金) (1,000) (2,000) (1,000) (4,000)

小計(自己調達資金込) 2,500 2,500 2,000  7,000 

(2) 設備費 

設備費の明細（金額単位：千円） 

年度 
品 名･仕 様 

(数量×単価) (設置機関) 
金 額 

 

19 

 

合 計 

(3) 人件費 

人件費の明細（金額単位：千円） 

研究職員 

・ ポスドクや研究職員を雇用する場

合の経費 

 

事務職員  

人件費付帯経費  

19 

計  

合 計  

(4) 運営費 

 

運営費の明細（金額単位：千円） 

 

・システム開発経費 システムの開発経費 

・調査費      委託等による調査経費 

・雑役務費     データ作成等を行う委託職員の経費 

・外国旅費     海外出張に係る経費（目的，用務先）

・国内旅費     国内出張に係る経費（目的，用務先）

・消耗品 
19 

 

合 計 


